
nonscale

プログラムとしては、地域の観察と現状により必要不可

欠な機能を再解釈し、町の営みが空間的余白にまとわり

つくことで使い方の冗長性を獲得し、地域住民だけでな

く移住者や観光客が日常的に使いこなす公共建築の在り

方を考えました。

0.10　対象敷地　-町の主要動線－　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

0.9　建築単体で完結しない町のネットワークとなる新たな施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
提案する 5つの建築はうきは市の人口減少の歯止めをかける後期基本計画であるルネッサンス戦略を軸に、町の小さな営みを救い上げるたような 5つの建築が単に独立した存在ではなく地域全体のネットワークとして連関させる。

利用者が使いこなす空間の在り方と町全体としての仕組みは小さな地域の個性であり愛着のわく建築として今後使い続けられる。

site2

食堂×集会所

site4

児童館×コワーキングスぺース

site1

観光案内所×直売所

site3

ゲストハウス
site5

サテライトオフィス

うきは市吉井町

ルネッサンス戦略

地域コミュニティ

架構

ルネッサンス戦略の概要
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2060 年に
約１万５千人の人口確保 うきはの資源活用と新たな雇用の創出

基本
方針1

　うきは市に存在する多様な資源を活かして、新たな産
業の創出を図るとともに、既存の事業所への事業承継支
援を行い、雇用の場を確保します。これにより、現在大き
な社会減を示している若い世代について、高校卒業後の
地元就職、大学卒業後の地元回帰等を促進するとともに、
起業・創業者等の積極的な呼び込みを図ります。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２ うきはのブランド力を高める
　・地域産業資源の洗い出しと商品企画
　・ＤＭＯを中心とした観光振興における
　　マーケティングと広報戦略の立案
　・商品の販路開拓
　・温泉街のブランドづくり
　・道の駅開発事業

１ 農業やうきはの水、テロワールを伝承する
　・収益性の高い農業への転換等の支援
　・農林業の担い手の育成、支援
　・良質なうきはの地下水や生物多様性のＰＲ

３ 事業や仕事をしたい希望を叶える
　・児童生徒の地元企業探訪支援
　・創業支援の充実

地域コミュニティの再生と都市部からの
人の呼び込み

基本
方針2

　うきは市の魅力を高め、対外的に情報発信を行うこと
により、ＵＪＩターン者など都市部からの人の呼び込みを図
り、多様な価値観を持つ市民の連携を高めることにより、
地域の活性化を図ります。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１ 空き家の解消に向けて取り組む
　・まちなみ再生と空き家活用支援
　・誘致企業で働く就業者への支援

２ 減災・防災のまちづくりを推進する
　・防災力強化事業
　・高齢者安全運転促進事業
　・公園の再編

３ 公共交通や周辺整備に取り組む
　・新交通システムの導入検討

４ 郷土の魅力を高める
　・近代遺産の活用
　・歴史的な小道を歩くフットパス事業
　・現存する歴史的遺産を活かした観光振興事業
　・知識や能力を身につける「まなび舎うきは」
　・移住者向けの街なか案内事業

時代にあったうきはの地域づくりと
広域的な地域間連携

評価指標

現在（令和元年）､年間 31件実施されている広域的連携事業
（単なる会議等は除く）を､令和７年までに50件に拡大します。

基本
方針4

結婚から子育てを経て生涯夢を持ち
生活することができるうきは市

基本
方針3

評価指標

うきは市の合計特殊出生率を、現在の
1.65（平成 25～ 29 年）から令和７年には1.80まで上昇させます。

地域コミュニティの再生と都市部からの
人の呼び込み

基本
方針2

評価指標

うきは市へのＩターン者 (移住者 )を、現状（令和元年）の
年間 69 人から令和７年には 100 人に増加させます。

うきはの資源活用と新たな雇用の創出基本
方針1

評価指標

市民一人当たりの年間所得額を、現状（平成 29 年度）の
2,398 千円から令和７年度には 2,600 千円へ上昇させます。

資源
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1 バランスのとれた土地利用が
　進んでいます〔 土地利用 〕

土地開発行為協議件数

12 件 ➡ 15 件

２ 美しい町並みと景観が
　形成されています〔 町並み保存 〕

伝統的建造物群保存修理事業整備率

３０.７％ ➡ ３５.３％

３ 身近な道路が安全に
　利用できています〔 道路整備 〕

一般市道舗装率

71％ ➡ 74％

４ バスや鉄道が便利に
　使えています〔 公共交通 〕

コミュニティバスや乗合タクシー、補助対
象民間バスの総利用者数

11,027 人➡14,000 人

５ 街なかで快適な暮らしが
　できています〔 住宅・住環境 〕

老朽危険家屋の除去件数

45 件 ➡ 105 件

６ 生活に潤いをもたらす公園や
　緑地が整備されています〔 公園・緑地 〕

公園・緑地の満足度について「満足・
やや満足・普通」と回答した人の割合

61.9％ ➡ 70.0％

７ 安心で安定した処理等が可能な上下
　水道の整備に取り組んでいます〔 上下水道〕

下水道水洗化率

81.4％ ➡ 85.0％

８ 山や川の自然環境が良好に
　保たれています〔 環境保全・河川整備 〕

河川の水質に係る環境基準達成率の維持

100％ ➡ 100％

後期基本計画の概要

安全で安心なまちで、
住みよさを実感しています

基本
目標4

5

９ 清潔で安全な日常生活が
　送れています〔 環境衛生 〕

環境美化運動の市民参加人数

786 人 ➡ 800 人

10 ごみの減量やリサイクルが
　  進んでいます〔 廃棄物 〕

ごみのリサイクル率

６３.３％ ➡ ６６.５％

後期基本計画の概要

6

みんなの力で協働して
支えるまちづくりを進めています

計画
の
実現

１ 市政に参画する市民が
　増えています〔 協働のまちづくり 〕

地域づくり活動費補助金申請団体数

１３団体 ➡ １６団体

２ 健全な行財政運営が
　行われています〔 行財政 〕

経常収支比率

91.7％ ➡ 94.0％

３ 市民だれもが市政情報等を
　活用しています〔 情報化〕

デジタル申請年間受付件数

0 件 ➡ 240 件

４ 周辺市町とのネットワークが
　図られています〔広域行政 〕

行政間の広域連携事業数

14 件 ➡ 18 件

11 かかりつけ医から広域的な高度救急
　  医療まで整っています〔 地域医療 〕

在宅当番医（休日急患診療）実施率の維持

100％ ➡ 100％

12 救急、災害時に対する市民の
　  安心度が高まっています〔 消防・防災 〕

自主防災組織率

81％ ➡ 95％

13 犯罪が減少しています〔 防犯 〕
防犯灯設置補助数

1,667 基 ➡ 2,667 基

14 交通事故が
　  減少しています〔 交通安全 〕

交通事故発生件数

１１５件 ➡ ９０件

15 消費者トラブルによる
　  被害が減少しています〔 消費生活〕

消費者被害発生件数の５年平均値

１件 ➡ 年間１件未満

主要指標

主要指標

主要指標

１ 新しい企業の進出が
　活発化しています〔 企業誘致・企業立地 〕

誘致企業数

16 社 ➡ 18 社

２ 商工業の持続可能な経済成長が
　促進されています〔 商工業振興 〕

創業支援実現数

93 名 ➡ 186 名

３ 農林業の担い手が
　増えています〔 農業・林業 〕

新規就農者数

179 人 ➡ 230 人

４ 多くの観光客で
　にぎわっています〔 観光・イベント〕

観光入込客数

240 万人 ➡ 250 万人

５ 多様な人材が活躍できる雇用
　環境が充実しています〔 雇用対策 〕

うきは市無料職業紹介所が支援した就職
決定者数

51 名 ➡ 72 名

6 うきはブランドが浸透して
　います〔 シティプロモーション 〕

うきは市へのふるさと納税額

3.46 億円 ➡ 3.80 億円

後期基本計画の概要

活力にあふれ、
まち全体がにぎわっています

基本
目標2

3

１ 地域の見守り、気づきが浸透し、
　支え合う地域ができています〔 地域福祉 〕

福祉小座談会の開催

85 行政区 ➡ 100 行政区

２ 高齢者が地域で生き生きと
　暮らしています〔高齢者対策 〕

集いの場等の設置数

57 か所 ➡ 80 か所

３ 障がいのある人が地域で
　安心して暮らしています〔 障がい者福祉 〕

障がい者就労支援による就業者数

12 人 ➡ 25 人

４ ひとり親家庭や生活困窮者が安心して
　暮らしています〔 ひとり親対策・生活困窮者対策〕

就労支援対象者の就職率の維持

35％ ➡ 35％

５ 市民自ら健康で、生きがいを
　もって暮らしています〔 健康づくり 〕

血糖コントロール不良者の割合

７.3％ ➡ 3.０％

6 安全、安心な保障が
　充実しています〔 社会保障 〕

後発医薬品の使用割合

７２．８％ ➡ 80.0％

後期基本計画の概要

誰もが生き生きと
安心して健康に暮らしています

基本
目標3

4
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主要指標

主要指標

主要指標

吉井小・中学校

吉井駅

通学の学生

観光客

児童

ワーケーション

移住民

町の空き地空き家

移民歓迎

うきはブランド

環境資源

街並みの形成

景観維持

地域づくり活動

宿泊者

隣人

ブドウ農家

農家

観光

教育機関との連携

情報発信

交通機関の活用

待合所

資源の活用

活動の場の提供

自主的な活動の場

重要文化財（建造物）宿泊体験

愛着のある建築に

構造補強

木材活用

観光情報

交換所

待合所

働き場の提供

創業支援の環境提供

働き場の提供

子供管理

生活場所の提供

後継者の人材探し

空き地空き家活用

空き地空き家活用

活用・把握活動
景観維持

子育て支援

環境提供

0.8　設計について　-プログラムと形態 -　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

情報共有

発信 開放 補強 許容 拡張

site.1　new construction 

観光案内所×直売所

site.2 new construction

食堂×集会所

site.3 renovation

ゲストハウス

site.4 new construction

コワーキングスペース×児童館

site.5 renovation

サテライトオフィス

形態的としては、それぞれの site ごとに周辺環境や既存の

建築などのコンテクストに応じた空間的余白の在り方を架構

を用いて人々に営みの端緒を開くように構成し、建築の形態

を確定させた。

site.1

　　地域の玄関口である駅前から地域の営みを「発信」する

site.2

　　地域のリビングである広場に人間の営みを「開放」する

site.3

　　重要文化財（建造物）を町に残し続けるために建築を

　　「補強」する

site.4

　　室として機能性を担保しながら活動が溢れだし営みを

　　「許容」する

site5

　　町に溢れる空き家改修するだけでなく、庭に領域を

　　「拡張」する

筑後吉井駅

巨瀬川
白壁通り

吉井中学校

吉井小学校

うきは市役所

公民館

居蔵の館

南新川

site.2

食堂×集会所

site.3

ゲストハウス

site.4

コワーキングスペース×児童館

site.5

サテライトオフィス

site.1

観光案内所×直売所

site.1　new construction

吉井町の玄関口として小さな営みから地域らしさを発信する

機能：観光案内所、直売所、ショップ

　　　休憩所、展望台、トイレ、テラス

　　　多目的室
観光案内所×直売所

ピロティ

観光案内場

作業場

1階配置平面図　S = 1/150

駅利用者

通学 観光

新築

地域の農家・活動

待合所・案内所

情報発信

情報発信

１時間に１．２本

地域住民が通う施設

活動の場所

集客

propose

diagram

吉井駅

site.1

nonscale

①駅の入口である交差点に位置する空き地を活用し、観光案内所と直売所

を計画。敷地は道路に２面接しており、子供たちの通学路や周囲の病院で

働く方の寮と仕事場の中間地点に位置しているため、これらの流動的な人

の流れを内包できる架構を考える

社員寮

病院

②町の流れを延長させるように建築に取り込むために従来の田の字プ

ランではなく 4本の束柱を用いた 2重線の構法により構造的な強度を

作りつつ、床や壁は事後的にいくらでも変える事ができ、屋根の高さ

や今後の増減築に対応できる自由度を持っている。

４本の束柱の可能性

105 角の柱　断面

外 内

内部の壁

③町に面している建築のファサードを 2本の柱を用いて覆う事で架構部を

活用した小さな介入つまり町の営みが建築の表情を作り出す。観光客や地

域外の人に機能やデータではなく、人の営みを通して地域らしさを発信す

る建築である。

地域の玄関口である駅周辺は過疎化が進み賑わいのない場所である。

そのような場所に地域の営みが垣間見える観光案内所を提案する。単に機能

を設置したのではなく、この建築から地域の資源である観光地や、地元民し

か知らない施設・情報を地域外の人に発信すると伴い町の日常的な営みを視

覚できるように計画する

町固有の形態

町に溢れてる個性のある形態は設計の手がかりになる

機能をもった室をバラバラなボリュームで作り、町に

溢れている手作りの倉庫は移築可能エリアに配置し、

地域の方が売買できるショップへと転換し、テラスを

活用した仮設展示を可能とする。高い建物のない地域

では屋外階段は登りたくなる要素を持っているため建

築に落とし込む

バラバラなボリューム 外部階段

手作り倉庫 仮設展示

移築可能な小屋はショップとして活用

時間と共に入れ替わるテナントによって風貌が変わる

最上階、建築の動線上での床の付け足し可能

2階テラス、移築可能エリアとし十分な面積を確保

CLT を用いた棚は構造の役割もしている

十分な高さの 4本の柱は今後の増減築のきっかけになる

町とのかかわりを持つピロティ空間

2重に配置した 2本の架構により小さな介入のきっかけになる
被さるボリューム

CLT 梁が 4本柱と重なる

3階テラス

2階テラス

ピロティ

移築されたショップのエリア

空き倉庫

駅

住宅

住宅

企業

刺す

架構を活用したマーケットの賑わいが建築の表情を作る

乗っける

2階スラブに乗っけている移築された小屋

吊るす

2階ショップで売買しているの干し柿が吊るされている

置く

展望台に仮設された椅子により居場所が作られている

＋500

＋1200

±0

±0

展望台

ショップ

2

耳納連山

町の景観


